
男性相談員による働き世代の男性を対象とした電話相談
【福井県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 137 千円

交付金額 68 千円

事業番号 ７

【福井県の現状】
県総合福祉相談所への男性からの電話相談件数

R元：2,168件、R2：2,933件、R3：3,043件、R4：3,406件 ⇒年々増加傾向
男性相談者の年齢層および相談種別（R4）

20～24歳、35歳～39歳、25～29歳、40～44歳 の順に多い
ひきこもり、人生・生活問題、治療に関すること の順に多い

R6自殺死亡率 （男性） 19.63 （参考：全国：22.38）

【福井県の課題】
女性相談員による相談窓口は設置しているが、男性相談員による男性の
話しやすい相談しやすい環境については未整備

【目的】

働き世代の男性が相談しやすい環境づくりと相談してよいのだという意識
の醸成を図り、男性の孤独・孤立や自殺の要因となる問題の発生を防ぐ

【目標】
男性相談者の相談件数 ２４件

・働く世代の相談しやすい、終業後の時間に相談窓口を設定

・専門資格を有し勤務問題・家庭問題に詳しい男性相談員を配置

・より直接的な支援が必要な場合は、専門機関および最寄りの市町にお

ける相談部署や施設に繋げる

県内市町

県内各種相談窓口（DV相談、県健康福祉センター）

相談窓口開設の準備が整わず、事業自体は12月からの開始となった。相

談者からは、仕事後に相談できる窓口があること、男性の相談員だと話し
やすい等の声があり、悩みを抱える男性に寄り添う支援となった。

【実績】
男性相談者の相談件数 ２件

・事業対象者に広く周知されるよう、企業や事業所、行政の窓口や自殺
対策、メンタルヘルス等に関する相談窓口への情報発信を行う。

・また、４半期に１回のミーテイングの機会に課題の整理や相談者のデー
タを収集し相談者の特性や悩みに関して分析を行う。



事業の概要

○働き世代の男性のための男性電話相談窓口の設置

 “男性”が抱える、“男性ならでは”の様々な悩みを、

・公認心理師
・臨床心理士

の資格を 持つ男性の相談員が電話で聞き取りおよび傾聴などの対応。

加えてより直接的な支援や専門機関への相談が必要判断される場合には、
相談員が各市町機関および福祉相談所等の専門機関を紹介もしくは繋ぐことで
迅速な連携を実施

男性相談員による働き世代の男性を対象とした
電話相談事業

○相談日時：
第２土曜日 14:00～16:00 / 第４火曜日 18:00～20:00 

○令和６年度相談件数： ２件
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